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〈論文〉

練りきりの色が幼稚園児の食嗜好性および言語力の育成に及ぼす影響
―練りきりと色彩の連想関係に着目した食育実践の試み―

村上 陽子
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1.は じめに

食べものの嗜好価値は,味や香り,テクスチャー
,

外観特性 (形,色,つや),温度などによつて構成さ

れる。中でも,視覚はおいしさを感じる上で大きな役

割を果たしており,色が食べもののおいしさや食嗜好

性に果たす役割は大きい。

食における色を大切にしてきた我が国には,和菓子

という食文化がある。和菓子の中でも練りきりやきん

とんなどの茶席の菓子は,造形や色が美しく多様であ

り,他国の菓子にはない特徴をもつている。また,

色・形を変化させることで季節感を表わすなど,四季

の移 り変わりを大事にする日本の文化の一役を担つて

いる。

一方,食生活の洋風化により,和菓子の喫食頻度は

減少傾向にある。大学生におけるアンケー ト調査 1)

2)ゃ教科書分析3)の結果,和菓子について学校で学

ぶ機会は非常に少なく,喫食頻度も少ないことが明ら

かとなった。こうした若年層の和菓子離れは,我が国

の食文化の継承に影響を及ぼすことが懸念される。

食文化については,「食育基本法」 (平成 17年),

食育推進基本計画 (平成 18年),食に関する指導の

手引き (平成 19年)において,その重要性が謳われ

ている。「食育基本法」4)の第 24条においては,伝
統的な日本の食文化の継承を重要事項として位置づけ

ている。ここでは,学校,家庭,地域が一体となって

食育に取り組むことが求められている。食育推進基本

計画 5)では,「我が国各地で育まれてきた食文化が

失われつつあり (中略),伝統ある優れた食文化の継

承を図つていくことが重要である」とあり,幼児期か

ら積極的に食育に取り組むことが求められている。こ

れをうけて,平成 20年に公示された「新学習指導要

領」6)つ の総則には,学校における食育の推進が謳わ

れており,食育は教育現場における喫緊の課題である

といえる。

前報 8)において,幼児の市販の和菓子に対する食*静岡大学教育学部家政教育講座
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村上陽子

実施計画 調査内容 ねらい 方法

【プラン1】

CAp市販の和菓子の体
険と食嗜好性の調査

和菓子の食嗜好性や食経
験,食行動を知る。

和菓子の食経験をもつ (増やす).
和菓子に興味をもつ。
和菓子という食文化を心に留める。

おやつとして,市販の和菓子
(柏餅,酒侵頭 :白色ベースの

もの)を出す。

0市 販の練りきりの
申験と食嗜好性調査

嫌りきりの錆 メ職L―
険,食行動を知る。

練りきりを知る。
練りきりの食経験をもつ (増やう 。
練りきりに興味を持つ。
練りきりという食文イヒを心に留める。

おやつとして,市販の練りきり
(自色ベースのもの)を出す。

【プラン2】

多康な色の練りきりを
■いた食育実践

障りきりの色の嗜好性,色
による食嗜好性の変イし 食
観動の変化を探る。

練りきりの食経験を増やす。
練りきりへの興味・関心を高める。
練りきりの色により食嗜好性を向上させる。
練りきりの着色食材から食品に関心を ‐ヽ
練りきりの色に関心をもつ。
食品の色について関心をもつ。
食経験を深め,豊かにする。

おやつとして,多様な色で着色
した練りきりを用いる。
色あてクイズをする。

育食たい

一
瑚嘲響

ラ

きげ
卿
霧

瞭りきりを用いて,具象物
を中心に,作りたいものを
llAして作る。

練りきりを実際製 作することで,練りきり
に対する興味 ,関心を高める。
繰り返し継続的に行なうことで,色彩感覚や
季節感を姜う。
ものづくりの喜びを感 じる。
鑑賞を通して,自分や他人のよさを知ると共
に,日本の伝統の表現技法を知る。

子どもたちの発達段階 (手指の
巧級性)や関心にあわせて,

様々な形の練りきりを製作す
る。製作物を観賞後,食べる。

【プラ・/4】

市販の練りきりの食嗜
馴圏調査

凍りきりの食離康確野輛饉饉
険,食行動の変化を知る。

プラン1～ 3の食経験や製作経験を通じて,

さらに練りきりを身近なものに感じる。
練りきりの興味・関心を高める。
練りきりや食品の色彩への関心を高める。

おやつとして,市販の練りきり
を出す (色や形は不間).

表1 本研究の流れ

表2 着色食材および使用量

色相および
濃度系列

着色に使用
した食材 譲階謡謝ぎλ

赤かボ

緑
1菫 |

ホウレン草

紫イモ
(粉末)

黒ごま

嗜好性について調査した。その結果,幼児は和菓子に

対する食経験が少なく,和菓子に対しては「知らない

食べ物」「食べたことがない食べ物」として嫌悪感や

拒否感を示し,容易に口にしようとしない行動 (新規

恐怖)を とる幼児も見られた。食の嗜好は幼児の頃に

形成されるといわれる。幼児期に多様な食経験を重ね,

その食材に対する抵抗感をなくすことが重要であり,

和菓子についても同様である。      '
これらのことから,幼児の頃に和菓子に触れる機会

をもつこと,和菓子について「食べたことがある」

「見たことがある」という経験をもつことが「和菓子

を知る」という和菓子への馴化や知識の蓄積,ひいて

は文化の理解に繋がるといえる。これらの活動は食育

や食文化の継承という面から,非常に重要であると考

えられる。

また,練りきりを食育教材として用いることで,和

菓子に対する抵抗感が薄れることが示唆されたの。

このことから,練りきりの色の美しさや多様さを用

いることで,好き嫌いを克服するだけでなく,練 りき

りの色の多様性から色彩感覚を養うこと,色に対する

興味を持たせることが期待できる。また,子 どもに食

品には多様な種類や色があるということを理解させる

ことができる。食品の色への興味・関心は,食品その

ものの興味・関心を喚起し,食生活全体に対する関心

を抱かせることに繋がる。加えて,子 どもに五感を使

つて練りきりに触れてもらうことにより,和菓子固有

の造詣の美しさやほのかな味わいや食感など,洋菓子

にはない特徴を知覚させ, 日本の食文化に対する関心

を喚起させることができる。llHり きりを用いることで,

食嗜好性や食文化など従来にはない多様な視点から,

赤
1薫 |

７０

２８０
にんじん橙

1菫 :

５０

３５０
カボチャ黄

1軍 |

紫
|:|

茶
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練りきりの色が幼稚園児の食嗜好性および言語力の育成に及ぼす影響

表3 練りきりの色彩色差計の結果

色相・
濃度系列 Avg tt SD

56.05  量10,04

39.00 量10,74

62.41  ±0,17

60.64 」10。 16

± SD

15.08 ± 0。 22

21.30 ± 0.25

3.88 1=0。 12

11.64 ± 0.42

-0。 35 ± 0,06

3.73 ± 0.07

-9.67 ± 0.03

-9`90 110.16

11.38 三
=0.40

12.48 J=0.22

Avg  量=SD
57.24 」

=0.12
38.58  ± 0。 17

61。 12 ±0,30

59。 24 ■10,26

61.88  ±0.26

58,09 ± 0.48

57.39  量=0.37
37.14 士

=0.08
51。 79 ± 0。 84

42.39 量=0.54

+SD

15。 60 ■
=0.03

24。 38 ± 1,77

38.29 量
=0.36

48.53 ± 0.33

35。 86 ± 0。 21

54.48 堂
=0。

16

23.54 ±
=0。

27

21.28 ±:0.25

10.18 ± 0.41

19。 30 ■:0。 10

Avg  tt SD

19.21 士:0。 12

22.30 ± 0,11

81.34  ± 0.05

76.35  ± 0.21

90.89  ± 0,05

85。 94  ± 0.00

112.98  ± 0.07

119`99  ± 0.09

329.46 ± 0,17

321。 92  ± 0.51

薄 ± 0.11

± 0,30

32.44 ±
=0.58

43.97  ± 1.26

35。 27  ± 0。 64

52.45 」
=0,48

23.60 」10.13

17.43  ± 0,16

-6.02 」
=0。

17

-9。 30 」
=0。

10

橙圏 計冤:l雷

黄∫菫|

緑闇 胎認菫l駐
紫圏 誰籠菫l男

茶    28,93 ± 0.29 8.64 二10.26 3.59 ■10,13 29.94 量
=0.67 8.66 ± 0。 36 20,37 ± 0.22

自    67.95 ±0.62 0124 」=0.04    12.16  曇
=0.23 69,07  ± 0。 41    11.44 ± 0.08 90.62 量=0.10

黒    21.33± 0.55  -0.81± 0.12  -6.37± 0。 16 21.87 ± 0.19 6.58 ± 0.08    263.53 ± 0.58

図1 調査に用いた練りきリ

五感を用いた食育を行なうことが可能であるといえる。

食育と言語力の関連について,フランスの味覚研究

所の創設者であり会長であるジャック・ピュィゼは言

葉と味覚に着目し,味覚を発達させるには言葉が重要

であるとしている 10)。 ピュイゼは食感を表す言葉は

味覚の発達と深い関連があり,そ のために五感 (視

覚・聴覚・嗅覚・触覚・味覚)を活用させる必要があ

るとしている。たとえば,子どもは大人より匂いを嗅

ぎ分けることのできる繊細な嗅党を持つているが,そ
の感覚を表す正確な言葉を見出せず,極めて曖味な状

態である。一方,そ うした感覚を目覚めさせる授業を

受けた子どもたちは,受けない子どもたちより何倍も

正確に表現できるようになったとしている 10。

このように,味覚と関連させた言語力の育成方法と

しては,多様な食を体験させること,味や食感などを

表現させることが重要であるといえる。また,こ うし

た味覚教育や食育は発達段階に応じて変化させたり活

用したりする必要がある。小学校高学年や中学校では,

「味ことば」11)と 呼ばれる表現方法を学ぶことなど

で言葉の力をつけることが可能であると思われる。

本研究では対象が幼児であること,子どもが色に対

して強い興味を抱いている。)こ とから,色 と連想さ

れる食品を結びつけて考え表現することにより言語力

の育成を図ることとした。

本研究は,①幼稚園児における練りきりの食嗜好性

と発達段階における相違,②練りきりを食育教材に用

いた場合の食育効果について検討している。具体的な

計画を表 1に示す。

前報 ″)において,発達段階における練りきりの色

彩嗜好の変化を検討するために,幼稚園児の練りきり

に対する色嗜好性を調査し,それを大学生と比較した。

また,その実践においては,連想される食品を当てる

ゲームを行なつた。本稿では,そのゲームを通して,

子どもたちが練りきりの色から連想した食品の種類,

および,その内容と発達段階との関連を検討したので

報告する。

2.方法

(1)調査期間および調査対象

静岡大学教育学部附属幼稚園の年中 (男子 23人 ,

女子 20人)および年長 (男子 21人,女子 25人)を
対象に行つた。調査期間は 2007年 10月 である。

(2)練 りきりの調整

練りきりは,既報のに従い,自あんとぎゅうひを
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表4 練りきりを用いた食育活動 (食べる、話し合う)と幼稚園教育要領との関係

活動
幼稚園教育要領

領域 内容 内容の取扱い

友達と
いろんな
色め

練りきりを
食べる。

感じた
ことを

話蛤 う。

健康 (5)先生や友達と食べることを楽しむ。
メ霧譲奪喫甥た理堰楚1晃島塁塁彗    評

慣

轟蒻鯖驚魏懸釈機解航麓繁欝盤き
し,進んで食べようとする気持ちが育つようにすること

人間関係

(1)先生や友達とともに過ごすことの書びを味わう。

49)友達とのかかわりを深め,思いやりをもつ。

(2)幼児の主体的な活動は,他の幼児とのかかわりの中で深ま
る,豊かになるものであり (中略),一人一人を生かした集団を
形成しながら人とかかわる力を育てていくようにする。特に,集
団の生活の中で,幼児が自己を発揮し,教師や他の幼児に認めら
れる体験をし,自 信をもつて行動できるようにすること。

環境

(1)自 然に触れて生活し,その大きさ,美しさ,不思議さ
などに気付く。        .

0)生活の中で,様々な物に触れ,その性質や仕組みに
興味や関心をもつ。

(3)季節により自然や人間の生活に変化のあることに気付
く。             .

(4)自 然などの身近な事象に関心をもち,取 り入れて遊ぶ。
(7)身近な物や遊具に興味をもつてかかわり,考えたり,

試したりして工夫して遊ぶ。

(1)幼児が,遊びの中で周囲の環境とかかわり,次第に周囲の世
界に好奇心を抱き (中略),物事の法則性に気付き,自分なりに
考えることができるようになる過程を大切にするkと 。特に,他の
幼児の考えに触れ,新 しい考えを生み出す喜びや楽しさを味わ
い,自 ら考えようとする気持ちが育つようにすること.

(2)幼児期において自然のもつ意味はお聞く,自然の大きさ,美
しさ,不思議さなどに直接触れる体験を通して,幼児の心が安ら
ぎ,豊かな感情,好奇心,思考力,表現力の基礎が培われること
を踏まえ,幼児が自然とのかかわりを深めることがで

言葉

(1)先生や友達の言葉や話に興味や関心をもち,規 しみを
もつて聞いたり,話 したりする。

(2)したり,見たり,聞いたり,感 じたり,考えたりした
ことを自分なりに言葉で表現する。

0)したいこと, してほしいことを言葉で表現したり,

分からないことを尋ねたりする。

“

)人の話を注意して聞き,相手に分かるように話す。

“

)生活の中で必要な言葉が分かり,使 う。
(7)生活の中で言葉の楽しさや美しさに気付く。
(8)い ろいろな体験を通じてイメージや言葉を豊かにする。
(9)(前略)想像をする楽しさ

(1)言葉は,身近な人に親しみをもつて接し,自分の感情や意志
などを伝え,それに相手が応答し,その言葉を開くことを通して

港雰場循言泉彙嘉:1:21デ急:島ふ事管ン票鞣畿醤ぜ贅晋婁
を交わす喜びを味わえるようにすること。
(2)幼児が自分の思いを言葉で伝えるとともに,教師や他の幼児

などの話を興味をもつて注意して開くことを通して次第話を理解
するようになつていき,言葉による伝え合いができるようにする
こと。

表現

(1)生活の中で様々な音,色,形,手触り,動きなどに気付
いたり,感 じたりするなどして楽しむ。

(2)生活の中で美しいものや心を動かす出来事に触れ,

イメージを豊かにする。
(3)様々な出来事の中で,感動したことを伝え合う楽しさを

味わう。
(5)い るいろな素材に親しみ,工夫して遊ぶ。
C8)自 分のイメージを動きや言葉などで表現したり,演 じて

遊んだりするなどの楽しさを味わう。

(1)豊かな感性は,自 然などの身近な環境と十分にかかわる中で
美しいもの,優れたもの,心を動かす出来事などに出会い,そこ
から得た感動を他の幼児や教師と共有し,様々に表現することな
どを通して姜われるようにすること。
(2)幼児の自己表現は素朴な形で行われることが多いので,教師

はそのような表■を受容し,幼児自身の表現しようとする意欲を
受け止めて,幼児が生活の中で幼児らしい様々な表現を楽しむこ
とができるようにすること。
(3)生活経験や発達に応じ,自 ら様々な表現を楽しみ,表現する

意欲を十分に発揮させることができる

混合して調整した。あんとぎゅうひの配合 (重量比)

は,100:9と した。自あんは,市販の乾燥粉末あん

(「 白菊白あん」,函館根津製餡株式会社)を用いた。

材料の分量は同製品記載の調整法に従つた。茶色の練

りきりは,自 あんと同様に,乾燥粉末あん (「金時あ

ん (粉末)」 ,株式会社山清)で調整した。

(3)練 りきりの着色方法

調査に用いた練 りきりの色相は,「赤・橙・黄・

緑・紫・茶・ 自・黒」の 8色相である。「赤・橙・

黄・緑・紫」については,それぞれ薄いトーンと濃い

トーンの 2種類を用意した。和菓子で多く用いられる

[ピンク」は,純色の赤に自 (または灰色)を混ぜた

明清色 (ま たは中間色)であるため,色相 「赤」の

「薄いトーン」に分類した。

練りきりの着色に際しては,味や栄養面等を考慮し

て,食品を着色材料として使用した。また,練りきり

を通して食品そのもの,さ らには食全体への関心を高

めることも目的の一つとしているため,園児にとつて

親しみがあるもの,且つ,家庭での実践を考慮に入れ

て入手しやすく,加工のしやすい食材を用いた。着色

に用いた着色料の種類や素材は表 2に示す通りである{

食材は,静岡市内にて 2007年 10月 に一般の食料品店

で購入したものを使用した。着色した練りきりは,丸
い形に成形し (各 3g),それぞれ 1色相 1ト ーンの

みで着色した。

(4)練 りきりの色嗜好性の調査と違想ゲームの方法

用いた練 りきりの色彩構成は,「赤 (薄・濃)」

「橙 (薄・濃)」 「黄 (薄 。濃)」 「緑 (薄・濃)」
・

「紫 (薄・濃)」 「茶」「白」「黒」の 13種類であ

る (図 1)。 色相とトーン (明度および彩度)の異な

る多様な色彩の練りきりを見て,その中から自分の食

べたいと思う色を選んで食べてもらうことにより,五

感をフルに活用して練りきりの特徴を知ることに繋が

る。実践においては,食品の色および食材への興味・

関心の高揚を図るために,各色相から連想される食材

について考える活動を設け,その練りきりの色が何の

食材によるものなをクイズ形式で当ててもらい,楽 し

みながら考えることのできるよう工夫した。これによ
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表5 練りきりを用いた食育活動 (色を見る)と幼稚園教育要領との関係

活動
幼稚園教育要領

醐 内容 内容の取扱い

練りきりの
色を観察
する。

友達と
話し合う。

飩師載塊

人間関係

8袴鶴 ti暮妻」:慕果ち易翼鮒鰹3とょぅと
⑤

鑑
積極的にかかわりながら喜びや悲しみを共感

(6)自 分の思つたことを相手に伝え,相手の思つている

。)こ妻瑾芳Υ警iこ気づき、一緒に活動する楽しさを味わ
り。

』魏    :i「
いだしぶ忠情ぷ響電∫ず通V電電電Ψ随物に親しむことなどを通して豊か

鵜

(1)自 然に触れて生活し,その大きさ,美 しき,不思議さ
などに気付く。ω
蟹魔軍関電L装な物に触れ=その性質や仕組みに

④ 自然などの身近な事象に関心をもち,取 り入れて遊∴

8≦
『拳曇警】晉]善番争曇曇[二彗1[[Lil[ii

蝙    芸

轟   絆 ξ

言葉

(1)先生や友達の言葉や壼に興味や関心をもち,親 しみを
もつて聞いたり,話したりする。

0)したり,見たり,聞いたり,感 じたり,考えたりした
ことを自分なりに言葉で表現する。③」ボ吉蕊亀鯛理続 言葉で表現したり,

“

)人の話を注意して聞き,相手に分かるように話す。
③ 生活の中で必要な言葉が分かり,使う。
(7)生活の中で言葉の楽しさや美しさに気付く。
③ いろいろな体験を通じてイメージや言葉を豊かにする。
O (前略)想像をする楽しさ

阜
争ff雪走量管等よ:F警異たI習農え暮ま栞巣喜奢奮雪定撃管
こと。
(3)絵本や物語などで,その内容と自分の経験とを結び

表現

(1)生活の中で様々な音,色,形,手触り,動きなどに気付
いたり,感じたりするなどして楽しむ。  ・

② 生活の中で美しいものや心を動かす出来事に触れ,

イメージを豊かにする。
③ 様々な出来事の中で,感動したことを伝え合う楽しさを

味わう。
(5)いろいろな素材に親しみ,工夫して遊∴
③ 自分のイメージを動きや言葉などで表現したり,演 じて

遊んだりするなどの楽しさを味わう。

(1)豊かな感性は,自然などの身近な環境と十分にかかわる中で

兼と捨た8れ讐継おふ寛年裏島警糞碁tす暮なだ装撹李:ヒ重ふ
どを通して姜われるようにすること。
(2)幼児の自己表現は素朴な形で行われることが多いので,教師

はそのような表現を受容し,幼児自身の表現しようとする意欲を
受け止めて,幼児が生活の中で幼児らしい様々な表現を楽しむこ
とができるようにすること。
(3)生活経験や発達に応じ,自 ら様々な表現を楽しみ,表現する

意欲を十分に発揮させることができる

り,子 どもの色および食材への興味・関心の向上をは

かることができると思われる。

選択できる練りきりの個数は全部で 3個であり,1
回目は 1色ずつ紹介した後,食べたいと思う色を 1人

ずつ 1色選んでもらい,実際に食べてもらつた。その

後,ク イズ形式でその色をつけた食材を紹介し,2回
日以降はどんな食材で色がついているか知つた上で,

食べたいと思うものを選んでもらつた。実践において

は,園児数名に対し1人の観察者を配置し,選んだ色

相とトーン,および嗜好性などについて観察と記録を

行なつた。

(5)練 りきりの色彩構成の測定

着色 した練 りき りの色 は 「色彩色差 計 CR―

400/410」 (コ ニカミノルタ センシング株式会社)

で測定 した (表 3)。 今回測定した色調の表色には

L*がb*表色系とL紀亀 表色系を用いた。L*a鋤 *表色系

は広 く使用 されている表色系で,国際照明委員会

(CIE)で規格化され, 日本でも JISにおいて採用さ

れている。L*a鋤*表色系では明度を L*,色相と彩度

を表す色度を a*,b*で 表す。a*,b*は色の方向を表

す。a*は赤方向,一a*は緑方向,b*は黄方向,―b*は青

方向を示し,数値が大きくなるに従い色鮮やかとなり,

小さくなるに従いくすんだ色となる。L*C*hは L*a*b*

表色系をベースに別座標系に表現しなおしたもので,

L*は明度を,C*は彩度を表しており,C*の値が大きい

ほど色鮮やかに,小さいほどくすんだ色となる。hは
色相角度を示し,移動角度により色の位置が分かるよ

うになっている 10。

囲赤 □雑 □黄 □緑 □書

図2 -般的な色嗜好 (年中)

5色相の折 り紙を年中児に見せ,一般的な色噌好性を調査 した (男子 25人 ,

女子22人)。 男女間で有意差があつたものは女子のパーの中に記 した
← pく 0.1,*ホ p<0,05,ホ **ρ く0・ 01)。
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村上陽子

‐        m醸  眈烙贔鶉瘍颯攀    ‐ |

11鳳議自由め碁評まこちMヽで発貴繭寿庭畿緩ぷよ
―
蝿

資とも鷺および茶‡こつbヽ での薇好性が低かつた。男

子 籐女子とも‡こ茶については 菫回自ではな択されてお

らず,男子では 9圃 爾然峰‡量数%の者が選択していた

写,女子ではその様子が見られなかつた。また夕男子

では 鷹鳥3圏爾磯で黒が約 8割 占めていた写,安子で

は 3圃 目で数°
/。は択された種度であり警色のは好性に

帰女で権灌弔昆われた
` |  

‐

これらなさらにまとめて,緩幾繁 (赤 ;櫂 會畿):‐

中性亀 (総 螢繋),無彩色 〈自苺黒)についで比較し

てみほと,な量感では食子の方が有意に高く (男子

機2.灘
0/0,量子 65。 7°/0,p<ゆ.朝)P中性色では男子が

やや高い饉向写昆られ 《男子 8参《8°/。 ,女子 2参
`8°/・ ;

宥慧饉なし),無彩色でl・I掲子の方膠宥意に高かつた

(男子鰺,7°/。 ,資子 爵.|‰,p<0.朝 )。    .

賤》鑢は冬 ||| | | | || ‐ ‐
‐

|‐ ||

量材を知わない‡闘欝では,携子で最もは好性が高

かった吟鐘鞭 (隆)(参落。議鴨)であり,轟,自然よび

縁 (卜)と 続いた (図 4)。 女子でな赤 (艤)に対す

るは難性が爾警に高く (議6`懸%):次いで構 (蝙)参
よび織 (藤)であゅたさ

男子でlra 2回 目は轟:轟 (濃):豪 (濃)麟よか黒

が高く,8園濾まま縁 (薄)F鑢 〈綺)ュ
ー
白,轟蓼同pll

で高かつた。資子でな露鐵鶴な赤 (M),議 (濃),

恭 (蝙),3爾饉濾赤 (蝙)および機 (簿)豫§高かう

た。年中間檬:難まれは亀機は帰董で異なうでいたも

れ材を無うた 2回 翔以降について:量 圃問の結果と

比較すると;1亀罐好性をこ轟υヽては舞董基も大きな糠麒

濾見られなか轟た。‡爾舞との鑽奮精慧差が見られた

|め は,_‐3子守まま 3圃 購め繁 《濃).1鶴く鋭‐OS)ぅ 量子

でな癬回闘め緑 (濃)やく心:◎3)であらたな |‐

1壺 ～3闘 購の合計‡こもいて,1個 々の綴りきりにもい

て年中と年幾で鯰なす儀と夕鰐子では赤 (階)嶋 <
|.援),童―~r― では無 《雉》 鶴<0ま

―
朝)‡こおいてね化

が見られたが,議の色鶴 《務ニア)については有慧饉

が見られなんヽるた。また螢彊持にうし`で舞女閲の有意

饉を見ると:赤 .(艤 摯鮨)J量 〈濃):繁 《隆):白 ,

轟で案慧菫が見亀れ,赤 (総 議濃)にもいでは驚子機

罐籟摯整がM書に高く 響く機,Φl),.それ以外は男子の

方が高かつた (甕 :齢く0.1,難 ,自 夕黒 t酔 <S=◎1)。

また,有慧叢のあ釉色相 溶トーンについて,年中に膨な

ドて年長の方が種類が増えており,おずが 1年Mで感

‐mはが;成長ゃ性別におけ鶴鶴運が醸著をこ鍮り,かつ,

纂穣な色彩構成を難職ように最はことが示唆された。

F赤 緩橙 撥畿 嬌縁 修繁 織茶 撥鍮苺轟」の議亀構に対す

ほ晰難性なつしヽで,菫,織ヌ業以外の 6色糠もこつしヽで

舞女間で宥慧羞が見られた。年中で有慧蓋豫`見なれた
|の は 3色種 (赤,薬,黒)であつたことを含おせ昏と,

この時期から色構の難なに性差および成長の差が蓑れ

始め儀といえる。赤 (P<◎。参1)と 推 (ρ<◎`攣3)につ

|いては安子,繁 〈pく 0`03),自 ;轟 (いずれも Pく

○̀◎‡)については男子の方が高かつた。鐵,総‡こつい

ては,男女間で年中脅年農とも有慧差がなかったこと

から,これ毎の角構につしヽで性麓臨なく,構難性は同

程鷹と考えられる。暖色系 (赤 鬱機 黎畿)‡こ対する彎

難性につをヽてみはと,男女%で爾警‡こ異なることが明

らかとならた 《男子 12.?°/。,安‐
7・
・輔.◎ %,謄<鬱。C藍).

中性亀 〈縁 鬱鸞)にうしヽては男子 46.o‰ ,量子

29。 30/0,無彩亀 (白 苺黒)‡こついて‡ま鶏子 38.萱 鴨,

女子 5.8°/0であり,いずれも男子の方が有慧雄高かつ

た (申性亀 :麟 <◎ .05,無彩亀 :酔<0.〇量)も

鬱》血鰺盪嬢腋蝙誅恣鰺鰺吻鰺骰鶯隕躙聰謳饂   ‐

1 今回:縄麟ながで「青』を選んだ響を除く 27Å‡こ→

いて,練りきつの亀靖好と二購鏑な包は好な比較を行

なった。その結果,縄銚びわ色と 1個 圏に鸞んだ練り

きりの七 (m材な知場なぃ状嘔で選択)と二鱗した0
なおずか 萱人であり,0回 覇では 4人,3圃 潤では カ

人で,全く二識し鍮力ヽつた0議 熾◎人であつた。進半

数の動児ざ縄爾い の七となんだ練りきつ靱色が一致し

な力ヽつたことから,一般灼な量の磋難が,m晶翁亀埒

難に反映されはかけではないとしヽえは。    |
響結 l→ ‡こまはと,『動蠅めは好燻位は饉

'自

:‐ ピ

ンタ;籐,機,青,総,|すみれて,総れ予成農
~3~卜

に

つれ轟波長 (赤や機)総色鶴めヽ鞣蠅波長 〈書や織)の
色種へ移行し,1亀籐雉婚のlld位は遭転していく』とし

ていは。始のため,子 ど亀たちは |『鷺憾を難ネ′‐練り

|き り‡こ藤しヽでも『繭』むはふ子夢纂いと予想しで簸ヽた

鰤す笑院にな|「鷺Jを選ぶ子はかなく:むし―轟麓‡まぬ

屹鱚性の低い色であつた。男子‡こ麟いでは最もは難め

低いとされていね「紫Jをはぶ子が機かつた。今繭埒

結果から,効児の難む練つきりめ色にやVヽ で,新たな

知見ヲ得られたといえ釉。         |
黒蓼婚まれていえことに爾しで:我が国姫濤いでは

轟濾醸鰈
=行

税における菫要な量であり,轟のぬ材は

つしヽでも黒ざま,黒菫,炭入りの英子など黒いれ轟ぶ



練 りきりの色が幼稚園児の食嗜好性および言語力の育成に及ぼす影響

表6 練りきりの色から予想された食材

色相 年中 午長

赤 いちご, トマ ト,り んご,赤ピーマン
トマ ト・ 赤かぶ,赤豆,さ くらんば,り んご,

りんごの皮,構干し,イ チゴジャム)ケチャップ,

太陽

橙 みかん,オ レンジ,にんじん)カポチャ,柿 んヽ,オレンジ,グ レープフルーツ,柿,すすき

黄 バナナ,レモン,パイナップル,金世,柿
五子,パナナ,レモン,みかん,パイナップル

,

じゃがいも,マ ンゴー,カボチャ,お星様

緑
ほうれん草,き ゆうり,ピーマン,メ ロン,

よもぎP抹茶,食べられる葉つぱ

ほうれん草,レタス,プロッコリー,ピーマン
,

キャベツ,自菜,よ もぎ,オクラ,かぶの業っば,

ダイコンの葉つぱ,チングン菜,草 ,スイカ,

抹茶,お茶

黎 ナス,プ ドウ
ナス,ブ ドウ,紫のいも,サツマイモ,紫のダイコ
ン,毒

茶
ヤノコ,粟,あんこ,チ ョコレー ト,コ ーヒー

漿っぱが焦げた

あんこ,チ ョコレー ト,サツマイモ,ジャガイモ,

コーラ,紫芋の皮,レンコン,キ ンモクセイ ,

小豆,チ ョコ色のランドセル,泥

自 た根,おもち,牛のお乳,自いポカリスエット
米,豆乳,ク リーム,アイス,も ち米,練乳,

もち,牛乳=小麦,小麦粉,ラ ムネ

黒

プルーベリー,黒豆,チ ョコレート,こ んぶ,

黒ごま,豆,プ ドウ,黒炭,黒ジュース,黒の
ジュースみたいなチョコ

ごま,黒豆,コーヒー豆,黒い種,麦,あんこ,

ごま塩,どんぐり,の り,プ ドウの焦げたもの,

焦げたきつまいも,炭の黒,黒いクレヨン

増えていることから,黒に対する食経験が増えている

ことが一つの要因として考えられる。

また,紫については,野村 15)は 「赤橙,つづいて

黄,緑青といつたところに最大の人気があり,黄緑,

紫は最も嫌われているJと 述べている一方で,「食欲

をさそう色でも,すべての食べ物に必ずしもあてはま

るものではないJと も述べており,練りきりに関して

は紫は食欲を減退させる色ではないことが推測される。

最近では紫いもが広く知られるようになり,紫色の

樫も増えてきているため,黒同様,紫についても違和

感がなくなつてきていること,食経験が増えてきてい

ることが考えられる。実際,こ どもの中には紫いもを

「食べたことはないが見たことがある」と発言する子

が何人か見られた。また,黒や紫に関しては,食べた

ことのない色への興味や好奇心が強く働いたとも推測

される。しかし,中には「黒はまずそう」という子や ,

紫を「毒の色Jと表現した子もおり,嫌悪感が全くな

くなつているわけではないことが推測される。

今回は,天然の食材で着色を行なったため,青の練

りきりは用意していなかつた。しかし「青が好き」と

いう発言が数名の子から聞かれ,年中クラスの縄跳び

の色でも「青」を選んでいた子が多くいたことからも,

「青」があつた場合,子 どもたちがどのような反応を

示すかについて興味深く,今後の課題といえる。

(3)ク イズヘの取組みについて

1)言語力の青成

先にも述べたように,言葉と味覚の発達には深い関

連があり,そのために五感 (視覚・聴覚・嗅覚・触

覚・味覚)を活用させる必要がある 10)。 そこで,練
りきりの色や味から連想される食材について考え,表

現する活動を取り入れた (表 3)。

年中においても午長においても,ク イズに対する反

応は非常によく,答えの食材を一生懸命考える様子が

見られた (図 5)。 また,積極的に自分の考えた食材

を発言していた。中には,普段人前では発表をあまり

しないという子も発言していた。子ども達に予想して

もらつた後に正解の食材を見せると,想像もしていな

かった答えに「え―」と驚きの声を上げたり,自 分の

答えが当たつた時には「やつた― !Jと喜んだりする

様子が見られた。

子どもたちが予想した食材を表 6に示す。ここから

分かるように,子 どもたちは様々な食材を予想してい

た。また,年中よりも年長の方が,よ り多様な食材を

あげており,1年という食経験の差が幼児にとつて大

きいことが推測される。中には,「茶」の予想で「チ

ョコ色のランドセルJな ど食べものではないものを答

える子もいたが,1つの色からさまざまな想像がなさ

れており,子 どもたちの発想の豊かさが伺える。たと

え正解できなかったとしても,自 分なりに考えること

が,考える力の育成に繋がるといえる。      .
茶以外でも,紫,黒など一般に嫌悪色と呼ばれる色

については食材を多く挙げている一方で,食べ物以外

のものも連想する傾向が見られた。食嗜好性と連想す

る食品との関係については,対象学年を年少 。年中・

年長と拡げて調査を行なっており,これについては次

稿にて報告する。

クイズの取り組みや練りきりを見たり食べたりする

ことは,いろいろな食材があることや,食品の色の世

界,色の楽しさを知ることができ,子 どもたちにとつ

てはよい刺激となつていたと思われる。今回は 1回約

30分で行なつたが,年中でも年長でも途中で飽きて

しまう子はおらず,子 どもたちの集中力を養 うという

意味でも非常に効果的であったと考えられる。

森重 1つ 18)が
,¨年齢別に各色から連想される食品を

調査したところ,6歳では男女とも茶・黒について連

89



村上陽子

想食品が思い浮かばないものが多かったと報告してい

る。また,黒から連想された食品は,6歳では男子は

ようかん,女子はチョコレー トが多く,40～ 60歳で

は男子はようかん,黒砂糖,黒豆,女子は黒豆,昆布

の1置で多いという結果であつた。今回,子 どもたちは

茶ではあんこ,ジャガイモ,栗,黒ではプルーベリー,

黒ごま,の りなど多様な食品を連想しており,食生活

の多様化が感じられた。黒に関しては,黒豆やこんぶ

なども子どもは予想しており,これらの黒い食品が日

常生活の中で増加してきており,子 どもたちにとつて

馴染みのある食品となっていることが推測される。こ

のことからも,その食品が身近にあるということが非

常に重要であり,普段の食生活において多様な食品を

経験すること (目 にすること,口 にすること)が必要

であるといえる。和菓子に関しても, 日常生活におい

て身近な存在となることが大切といえる。

また,正解であれば「○○ちゃん,当たったね」
「すごい」と友達のことを賞賛したり,不正解であれ

ば「残念だつた」「絶対正解だと思つた」と友達と言

葉をかわしたりするなど,コ ミュニケーションをとる

姿が観察された。これは,幼稚園教育要領の「人間関

係」の (5)(7)(8)(10)に 繋がるものであり,

食以外の多様な面で子どもたちの発達を促すといえる。

2)食嗜好性の向上

本実践の前に,事前調査として市販の練りきり (表

面は自ベース,中は茶色の小豆あん)を用いて,練 り

きりの食嗜好性について調査した め。完食率は事前

調査では 10.3%,今 回が 7.9%で あり,僅かではある

が上昇していた。また,その時と比べてどうだつたか

を子どもたちに尋ねたところ,多 くの子どもから

「 (今回の方が)おいしかつた」などの反応が見られ

た。これは前回,嗜好性が高かつた子だけでなく,嗜
好性が低かつた子についても同様の感想が得られた。

また,事前調査では練りきりを食べられなかった子

が,多様な色の練りきりについて「どれにしようか」

と真allに選ボ様子が見られ,実際に食べられるように

なっていた。また,ク イズでは多くの食材を考えたり

するなど,楽しみながら積極的に参加する様子が見ら

れた。また,市販の練りきりを「苦手」と発言してい

た男児についてもクイズに対する反応がよく,練 りき

りも完食していた。中には,練りきりを残していた幼

児もいたが,ク イズに対しては積極的に参加していた。

色やクイズを取り入れることは練りきりを食べてみよ

うという気持ちを促進させたり,好き嫌いを克服した

りするという意味で,食育教材としての効果があると

いえる。また,練 りきりを苦手としたり残しがあった

りしたとしても,ク イズを設けることで食べ物に対す

る関心を向上させたり,練りきりに対する食欲を増強

したりする効果があるといえる。苦手意識の強い子に

ついては,回数を重ね,よ り多くの経験を積むことが

必要であるといえる。

4.要約

本研究では,練りきりと色彩の連想関係に着目し,

練りきりの色が食嗜好性や言語力の育成に及ぼす影響

について検討した。その結果,女子と男子で練りきり

の色嗜好性に顕著な違いが見られた。男女とも,着色

食材を知った前後で,選ぶ色の内容や順序に大きな変

化は見られなかった。色を用いることにより,練 りき

りに対する嗜好性を上昇させ,かつ,練 りきりに対す

る食欲増進効果が見られた。男子は白や黒の無彩色と

濃い紫を好み,女子は薄い赤を好んでいた。一方,男
女とも,黄と茶は他の色と比べて食嗜好性が低かつた。

この傾向は発達段階が異なっても同様の傾向を示した。

練りきりの色を用いた連想ゲームは子どもたちに食ベ

物や食べ物の色に対する興味を向上させた。練りきり

から連想される食べ物は年中より年長の方が多かつた。

日本の伝統である和菓子 (今回は特に練りきり)を
取り上げることは,食文化の継承という意味でも有効

な手段であるといえる。

本研究は角屋育さん (当時 4年生)の尽力による。

本研究の調査にご協力いただきました静岡大学教育学

部附属幼稚園の関係者の方々に深謝いたします。
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